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令和3年度相談支援従事者指導者養成研修 ケアマネジメント基礎コース

埼玉県の初任者研修プログラム

相談支援の実際

～ケアマネジメント手法を用いた相談支援プロセスの具体的理解～

演習
1日目

受付及び初期相談並びに契約

アセスメント（事前評価）
及びニーズ把握

研修導入 40分

初期相談・信頼関係の構築 70分

アセスメント 110分

ニーズ整理 200分

演習
2日目

目標設定と計画作成

評価及び終結

研修導入 15分

目標設定と計画作成 200分

評価及び終結 190分

課題実習ガイダンス①

【目標設定と計画作成】
講義（15分）

地域資源の柔軟な活用（55分）

サービス等利用計画案の作成（100分）

サービス担当者会議（30分）

【評価及び終結】
講義（15分）

モニタリングにおけるサービス担当者会議（95分）

終結のポイント（60分）

まとめ（20分）



サービス担当者会議演習の組み立て

受講生によっては、
●サービス担当者会議の開催経験が無い

●サービス担当者会議に参加したことが無い 等々...

演習講師が実施する
サービス担当者会議を見学する

まずはサービス担当者会議のイメージを持ってもらう
ために、演習講師が会場で模擬サービス担当者会議を
実施し受講生に見てもらう

グループ内で実際に
サービス担当者会議を体験する

受講生自身にサービス担当者会議の体験をしてもらう
とともに、今後実践の中で実施していくために必要な
点について検討を行う

埼玉県の初任者研修では二段階で演習を構成

メリルの学習環境デザイン原理

『例示』と『応用』
メリルの学習環境デザイン原理

『例示』と『応用』

サービス担当者会議演習①

【演習講師が実施するサービス担当者会議を見学する(30分)】
１：演習モデル資料として二日間の書類一式を配布

（この後の流れはモデルの資料を使用して実施する）

２：モデルの担当者会議実施前に以下の点について講義を実施
ケアマネジメントプロセスの再確認

サービス等利用計画案とサービス担当者会議

会議開催のポイントや目的（今回の場面設定含め）

３：演習講師によるサービス担当者会議の実演

事前に相談支援専門員役には演習のポイントを伝達

役割毎のスタンスは伝えつつ、実施中は各講師のアドリブで実施

４：実演のポイントを全体で振り返り



サービス担当者会議演習②

【グループ内で実際にサービス担当者会議を体験する(95分)】
１：モニタリングについての講義を実施

作成したプランの進捗状況の確認 ≠ 本人を評価をすることではない

計画相談におけるモニタリングとケアマネジメントにおけるモニタリングの違い

２：役割分担と場面設定の確認

３：グループ毎にモニタリングにおけるサービス担当者会議を実施

４：グループ毎に振り返りの実施

それぞれの役割を体験しての感想の共有

観察者役・演習講師から良かった点⇒更に良い会議にするための意見交換

５：モニタリングのポイントについてまとめを実施

グループワーク(20分間）

～テーマ～

各都道府県初任者研修における

担当者会議の実施方法・工夫している点
例えば…場面設定（事例）はイメージしやすいか

演習の実施方法

実施をする上で工夫している点

振り返りのポイント 等々 ...

6都道府県G…１都道府県3分

7都道府県G…１都道府県2分30秒 で進めると全員が発言できると思います

今後の初任者研修で活かせるためのキーワードをWSに記入
（幾つかのグループに発表していただきます）



テーマ
各都道府県初任者研修における

担当者会議の実施方法・工夫している点
グループワークでの意見等

都道府県の研修で活かすために

サービス担当者会議演習の効果と課題

○相談支援専門員役は受講生

積極的な研修参加と気付きの持ち帰りを促す

『いきなり実践』を避けるための経験として実施

『良い雰囲気』で『まずは体験する』ことに焦点を当てて

○着目するのは「良い点」

相談支援専門員役の良かった点を中心にフィードバック

自分が実施する際に気をつける点や工夫する点について検討・共有

○振り返り時の留意点

曖昧な振り返りだと深まりにくい

これまでに参加した担当者会議の悪いポイントが話題になりやすい

担当者会議の位置付けが薄まってしまう

演習講師から実践におけるポイント等を伝達


